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草垣群島から得られた標本に基づく鹿児島県初記録のヘリシロウツボ（ウツボ科），
および同群島からの既報の魚類リスト

出羽優凪 1・中村潤平 2・本村浩之 3

The Kusagaki Islands, a group of uninhabited islands, is 
located ca. 90 km southwest of Nomaike, Minami-satsuma, Sat-
suma Peninsula, Kagoshima Prefecture, Japan. Three specimens 
(824–943 mm total length) of Gymnothorax albimarginatus 
(Temminck and Schlegel, 1846) (Muraenidae) were collected 
from the islands in September 2020. In Japanese waters, G. al-
bimarginatus has previously been recorded from the Izu Islands 
(Miyake-jima and Hachijo-jima islands), Wakayama Prefecture, 
Hyuga-nada area (Miyazaki Prefecture), Tanega-shima island 
(recorded only from photograph), and the vicinity of Okinawa-ji-
ma island. Thus, the Kusagaki specimens represent the first spec-
imen-based records of the species from Kagoshima Prefecture. 
The ichthyofauna of the Kusagaki Islands has not been surveyed 
well, only few species having been reported from the islands. A 
list of these fishes is provided in this study.
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 Abstract

ウツボ科魚類Muraenidaeは日本国内から 10属 65種が

知られており，そのうちウツボ亜科ウツボ属 Gymnothorax

は 39種が報告されている（本村，2020；波戸岡ほか，

2021）．

ヘリシロウツボ Gymnothorax albimarginatus (Temminck 

and Schlegel, 1846)はインドネシアから日本，およびハワイ

諸島にかけての太平洋域に分布し（Randall, 2005; Fricke et 

al., 2011; Allen and Erdmann, 2012; Ho et al., 2015），日本国内

では伊豆諸島，和歌山県，日向灘，種子島，および沖縄島

周辺からのみ記録されている（益田ほか，1975；波戸岡，

1984, 1997, 2013; Iwatsuki et al., 2017；公益財団法人鹿児島

市水族館公社，2018）．

草垣群島は約 6 kmにわたり北東から南西方向に並ぶ上

ノ島，中ノ島，および下ノ島の 3つの主島からなる無人

島群であり，鹿児島県南さつま市笠沙町野間池の南西方

向に約 90 km沖合の東シナ海上に位置する（桑水流ほか，

2003）．2020年 9月 15日，同群島で 3個体のヘリシロウツ

ボが釣獲された．本種はこれまで鹿児島県内において，公

益財団法人鹿児島市水族館公社（2018）により種子島から

写真によってのみ報告されていた．そのため，草垣群島産

の標本は本種の鹿児島県における標本に基づく初記録と

なるため，ここに報告する．また，草垣群島においての魚

類に関する調査はこれまで行われておらず，その魚類相は

ほとんど知られていないため，同群島からの既報の魚類の

リストを付した．

材料と方法
計数および計測方法は Böhlke (1989)と波戸岡（2013）

にしたがった．全長と頭長はそれぞれ TLと HLと表記し

た．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで，全

長（Total length），肛門前長（Pre-anal length），尾部長（Tail 

length），および躯幹部長（Trunk length）の計測について

は 1 mm単位まで行い，計測値は全長と頭長に対する百分

率で示した．頭部感覚管孔と歯の観察には実体顕微鏡を用

いた．生鮮時の体色は固定前に撮影された標本のカラー写

真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）に準拠した．シノニムリストにはヘリシロウ

ツボの日本国内の分布記録に関する文献のみを示した．本

報告に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館に保管さ

れており，研究機関略号は KAUM（鹿児島大学総合研究

博物館），KCF（鹿児島大学水産学部），および NSMT（国

立科学博物館）である．なお，種子島産ヘリシロウツボ 2

標本（KAUM–I. 62458，全長 932 mm，鹿児島県熊毛郡南

種子町広田漁港沖，30°26′N, 130°59′E，2014年 3月 12日，
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定置網，山田守彦；KAUM–I. 89369，全長 904 mm，鹿児

島県西之表市現和田之脇沖，30°41′N, 131°05′E，水深 80 m，

2016年 6月 17日，釣り，番山博光）を比較標本に用いた．

Gymnothorax albimarginatus (Temminck and Schlegel, 

1846)

ヘリシロウツボ
(Figs. 1, 2; Table 1)

Muraena albimarginata Temminck and Schlegel, 1846: 267–
268, pl. 118 (type locality: Japan).

Gymnothorax albimarginatus: Jordan and Snyder, 1901: 880 
(north to Kyushu); Jordan et al., 1913: 89 (north to Kyushu); 

Okada and Matsubara, 1938: 99 (north to Kyushu); Hatooka, 
1984: pl. 28–J (north to Wakayama Prefecture); Hatooka, 
1993: 172, unnumbered fig. (north to Wakayama Prefecture); 
Hatooka, 1997 (in part): 72, unnumbered figs. (Miyake-
jima island, Hachijo-jima island and north to Wakayama 
Prefecture); Hatooka, 2000: 211, unnumbered fig. (north to 
Wakayama Prefecture); Hatooka, 2013: 261, unnumbered 
fig. (Hachijo-jima island, Wakayama Prefecture and vicinity 
of Okinawa-jima island); Tawa et al., 2014: 34, table 1 
(Wakayama Prefecture); Iwatsuki et al., 2017: 30 (Hyuga-
nada area); Kagoshima City Aquarium Foundation, 2018: 52, 
unnumbered fig. (Tanega-shima island).

Gymnothorax hepatica (not of Rüppell): Matsubara, 1955: 356 
(Kishu, Kyushu and Okinawa-jima island); Masuda et al., 
1975: 18, fig. F (north to Wakayama).

Fig. 1. Live individual (A) and fresh specimen (B) of Gymnothorax albimarginatus (KAUM–I. 146162, 939 mm TL) from the 
Kusagaki Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.

Kusagaki Islands Tanega-shima island
KAUM–I. 146135 KAUM–I. 146136 KAUM–I. 146162 KAUM–I. 62458 KAUM–I. 89369

Total length (TL; mm) 824 943 939 932 904
As % of TL
Pre-anal length 54.4 55.3 57.0 53.6 56.8
Tail length 45.9 45.7 44.0 45.9 43.5
Trunk length 41.0 43.5 43.7 41.6 43.9
Body depth at mid anus 4.7 3.7 2.9 4.0 4.2
Body width at mid anus 2.8 2.7 2.3 2.2 2.2
Body depth at gill opening 5.3 6.8 5.5 6.2 5.8
Body width at gill opening 3.0 3.8 3.1 3.5 2.9
Head length (HL) 11.6 12.7 12.2 10.5 12.8
As % of HL
Snout length 17.9 18.5 19.0 22.5 18.7
Eye diameter 8.5 9.3 8.7 10.7 9.3
Upper-jaw length 39.4 36.7 38.9 49.3 40.8
Lower-jaw length 36.8 36.9 36.6 damaged 39.2
Interorbital width 13.0 14.2 15.6 16.0 13.0
Gill-opening length 13.0 8.7 7.0 9.3 8.3
As % of body depth at mid anus
Dorsal-fin height at mid anus 50.3 62.9 91.2 40.7 48.4

Table. 1. Measurements of Gymnothorax albimarginatus from Kagoshima Prefecture, Japan.
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標本　3 標本（全長 824–943 mm）：KAUM–I. 146135，

全長 824 mm，KAUM–I. 146136，全長 943 mm，KAUM–

I. 146162，全長 939 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町片

浦（30°51′48″N, 129°27′29″E），草垣群島上ノ島西方，水深

10–30 m，2020年 9月 15日，釣り，中村潤平・金井耀大．

記載　各体部の全長と頭長に対する割合を Table 1に示

した．体は側扁し，前後方向に伸長する．体高は頭部から

尾部に向かい低くなる．背鰭は高く，起部は鰓孔より前方

にある．肛門は体の中央部よりやや後方にある．上顎と下

顎の長さはほぼ等しく口は完全に閉じられる．吻はやや丸

みを帯びる．前鼻孔はやや長い管状で上顎の先端付近に位

置し，後鼻孔は管状で，開口部は頭部背面の両眼間隔域よ

りやや前方に位置する．眼は円形で，口裂の中央直上付近

に位置する．歯は基部の切縁のみがわずかに鋸歯状の円錐

歯で，先端が鋭く尖り，わずかに後方へ湾曲する．主上顎

骨歯，鋤骨歯，および下顎歯は 1列に並ぶ．歯と歯の間隔

はやや広い．主上顎歯と下顎歯は鋭く，後方に向かうにつ

れやや短くなる．前上顎骨板中央部に 1列に並ぶ主上顎骨

より大きな円錐歯が 2本ある．鋤骨歯は 2–3本で，小さい．

頭部感覚管孔（head sensory pores）は白く，小さく隆起する．

眼上感覚管孔（supraorbital pores）の数は 3つで，最前の

ものは上顎の先端，最後のものは吻端から後鼻孔にかけて

の中間部に位置する．眼下感覚管孔（infraorbital pores）は

4つで，最前のものは前鼻孔直後付近，最後のものは眼後

縁直下に位置する．下顎感覚管孔（mandible pores）は 5–6

つで，最前のものは下顎の先端，最後のものは口裂後端

よりやや前に位置する．鰓嚢上の頭部側線管孔（branchial 

pores）は 2つ．

色彩　生時と生鮮時の色彩（Figs. 1, 2）―体は茶色で，

尾部に向かうにつれ色が濃くなる．腹側はやや白みを帯び

る．前鼻孔，後鼻孔，および虹彩は黄色．背鰭，臀鰭，お

よび頭部感覚孔は白色で縁どられる．

分布　日本，台湾，インドネシア，ニューカレドニア，
サモア，ソシエテ諸島，およびハワイ諸島から記録され

ている（Randall, 2005; Fricke et al., 2011; Allen and Erdmann, 

2012; Ho et al., 2015）．日本国内では，三宅島，八丈島，和

歌山県，日向灘，種子島，および沖縄島周辺から記録さ

れており（益田ほか，1975；波戸岡，1984, 1997, 2013; 

Iwatsuki et al., 2017；公益財団法人鹿児島市水族館公社，

2018），本報告により草垣群島における分布が確認された．

備考　草垣群島産の 3標本は肛門が体の中央よりやや

後方にあること，体高が高く，鰓孔開口部における体高は

全長の 5.3–6.8%であること，体色は茶色で，尾部に向か

うほど色が濃くなること，および各鰭と頭部感覚管孔が白

色で縁どられることなどの特徴が Böhlke (1997)が報告し

た Gymnothorax albimarginatusの標徴と一致したため，本

種に同定された．なお，波戸岡（2013）は本種の肛門の位

置での背鰭高は体高の 73.5–95.3%としたが，本報告で用

いた標本は体が曲がった状態で固定されたため，正確に計

測できず，1個体（KAUM–I. 146162）を除き，波戸岡（2013）

Fig. 2. Fresh specimens of Gymnothorax albimarginatus (A: KAUM–I. 146135, 824 mm TL; B: KAUM–I. 146136, 943 mm TL) 
from the Kusagaki Islands, Kagoshima Prefecture, Japan.
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が示した値に当てはまらなかった（Table 1）．また，波戸

岡（2013）は全長に対する肛門前長の割合を 52–55%とし

たが，本報告では 54.4–57.0%とやや大きい値を示した．

しかし，Böhlke (1997)は本種の肛門全長の割合を 55–59%

としていることから種内変異であると判断した．

Böhlke (1997)によって日本産の標本により記載された

クロエリウツボ Gymnothorax sagmacephalus Böhlke, 1997

は，体が一様に茶色で，背鰭と臀鰭が白色で縁どられるな

どヘリシロウツボと共通の形態を有するため，日本国内に

おいてこれまでヘリシロウツボとして誤報告されてきた．

Kamohara (1942)は紀伊半島から得られたクロエリウツボ

をヘリシロウツボと誤同定し記録した．波戸岡（1984: pl. 

28-I, 1993, 1997, 2000）はクロエリウツボをヘリシロウツ

ボの幼魚と混同して報告した．波戸岡（1997）は三宅島，

八丈島，および高知県沖ノ島で撮影されたヘリシロウツボ

の水中写真を示したが，これらの写真のうち高知県沖ノ島

で撮影された頭部に鞍状斑がある個体はクロエリウツボで

ある．クロエリウツボは総脊椎骨数が 170–176であること

（ヘリシロウツボでは 184–195），肛門が体の中央付近から

中央よりやや後方に位置し，肛門前長が全長の 50.4–52.8%

であること（中央よりやや後方に位置し，52–55%），お

よび眼から下顎と背鰭起部前方に鞍状の斑紋があること

（斑紋をもたない）などの特徴により識別される（Böhlke, 

1997；波戸岡，2013; Loh et al., 2014）．

ヘリシロウツボ G. albimarginatusは Temminck and Sch-

legel (1846)により日本産の標本に基づき，Muraena albi-

marginataとして記載され，その後の本種の国内において

の記録はシノニムリストや「分布」の項に示した通りであ

る．なお，紀伊半島から得られたクロエリウツボをヘリシ

ロウツボとして図とともに報告した Kamohara (1942)に加

え，沖縄島からヘリシロウツボを記録した Snyder (1912)，

本種を琉球列島産の魚類リストに含めた吉野（1975），

口永良部島におけるウツボ科魚類の食性の報告によっ

て，同島から本種 3個体（全長 750–955 mm）を記録した

Yukihira et al. (1994)，西表島の浦内川河口域から同水系の

魚類目録において本種を記録した鈴木・瀬能（2005）につ

いては，同定の根拠となる記載や写真，標本などが示され

ておらず，これらの記録がヘリシロウツボあるいはクロエ

リウツボであるか確認できなかったため，シノニムリスト

やヘリシロウツボの分布域に含めなかった．したがって，

鹿児島県におけるヘリシロウツボの記録は，種子島から得

られた本種を写真によって記録した公益財団法人鹿児島市

水族館公社（2018）に限られるため，草垣群島産の 3標本

は本種の鹿児島県における標本に基づく初記録となる．

草垣群島からの既報の魚類リスト
ヒメ科 Aulopidae

Leptaulopus damasi (Tanaka, 1915)

エソダマシ
標 本　NSMT-P 115220（formerly KAUM–I. 55574）， 標

準体長 297 mm，草垣群島近海（31°11′00″N, 129°29′28″E），

水深 202 m，釣り，2013年 7月 18日，宮下　透．

備考　本種の再記載を行った Gomon et al. (2013)により

草垣群島産標本が用いられ，上記の標本が本種のネオタイ

プに指定された．

トビウオ科 Exocoetidae

Exocoetus volitans Linnaeus, 1758

イダテントビウオ
標本　KAUM–I. 25035 (formerly KCF 1803)，標準体長

149.8 mm，草垣群島近海，1950年 4月 26日，新潮丸．

備考　本種は日本近海産のトビウオ類の生活史につい
て報告した今井（1959）により草垣群島から記録された．

上記標本は胸鰭が長く，その後端が臀鰭後端付近に達する

こと，腹鰭が短く，その先端は臀鰭起部に達しないこと，

および胸鰭の黒色域が胸鰭先端まで広がっていることから

藍澤・土井内（2013）が示したイダテントビウオに一致し，

本研究でもイダテントビウオであることが確認された．

Hirundichthys oxycephalus (Bleeker, 1853)

ホソアオトビ
標本　2 標本（標準体長 110.0–117.8 mm）：KAUM–I. 

27164 (formerly KCF 3175)，標準体長 117.8 mm，KAUM–I. 

27169 (formerly KCF 3182)，標準体長 110.0 mm，草垣群島

北方 10海里，1953年 9月 1日．

備考　日本近海産トビウオ類の生活史の研究を行った
今井（1960）は，本種を草垣群島（文中では草垣島）から

記録したが，その標本番号は示されていなかった．上記の

2標本は鹿児島大学水産学部に保管（現在は鹿児島大学総

合研究博物館に移管）されていた際の標本台帳では，「マ

イトビウオ Hirundichthys oxycephalus」と同定されていた．

和名マイトビウオは古くから H. oxycephalusの和名として

用いられていたが（今井，1956），現在は用いられておら

ず，H. oxycephalusには標準和名ホソアオトビが与えられ

ている．2標本の産地は草垣島北方10浬とされていたため，

本種を草垣群島から報告した今井（1960）で使用されたと

考えられる．2標本は胸鰭が長く，その後端が臀鰭後端付

近に達すること，腹鰭が長く，その先端が臀鰭起部を越え

ること，臀鰭起部が背鰭第 3軟条より前にあること，およ

び胸鰭が一様に黒色であることから藍澤・土井内（2013）

が示したホソアオトビに一致し，本研究でもホソアオトビ

であることが確認された．
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Hirundichthys speculiger (Valenciennes, 1847)

ニノジトビウオ
標本　4標本（標準体長 115.5–137.8 mm）：KAUM–I. 

15227 (formerly KCF 3177)，標準体長 115.5 mm，KAUM–I. 

15258 (formerly KCF 3174)，標準体長 129.1 mm，KAUM–I. 

15280 (formerly KCF 3178)，標準体長 127.0 mm，草垣群島

北方 10海里，1953年 9月 1日；KAUM–I. 52074 (formerly 

KCF 1659)，標準体長 137.8 mm，草垣群島・宇治群島付近，

1949年 11月 30日．

備考　本種は上述のホソアオトビと同様に今井（1960）

によって草垣群島から記録されたが，その際標本番号は示

されていなかった．上記の 4標本は鹿児島大学水産学部に

保管（現在は鹿児島大学総合研究博物館に移管）されて

いた標本であるが，当時の標本台帳を確認すると，草垣

群島産とされている標本のなかにニノジトビウオは含ま

れておらず，上記の 4標本も「マイトビウオ Hirundichthys 

oxycephalus」と同定されていた．しかし，4標本は胸鰭が

長く，その後端が臀鰭後端付近に達すること，腹鰭が長く，

その先端が臀鰭起部を越えること，臀鰭起部が背鰭第 3軟

条より前にあること，および胸鰭中央部に三角形状の透明

域があることにより藍澤・土井内（2013）が示したニノジ

トビウオに一致し，本研究においてニノジトビウオに同定

された．そのため 4標本は当初マイトビウオとして標本台

帳に記入された後にニノジトビウオに再同定され，今井

（1960）で使用されたと考えられる．

ハタ科 Serranidae

Plectranthias sheni Chen and Shao, 2002

キオビイズハナダイ
標本　KAUM–I. 55572，標準体長 116.3 mm，草垣群島

近海（30°50′N, 129°25′E），水深 202 m，釣り，2013年 7

月 18日，宮下　透．

備考　本種は藤原ほか（2017）により上記標本に基づ

き草垣群島から記録された．

モンガラカワハギ科 Balistidae

Canthidermis macrolepis (Boulenger, 1888)

ボウズモンガラ
写真資料　KAUM–II. 71，全長 53 cm，草垣群島，大富　

潤．

備考　本種はMatsunuma et al. (2020)により上記の写真

資料により草垣群島から記録された．
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